
令和３年７月２７日(火)10時00分～11時45分 社会福祉法人 群馬県共同募金会

送信先は「全員」

共同募金助成申請説明会

はじまります！



「変わる今、“本当の課題”に向き合う勇気」

女性の就労支援について



「変わる今、“本当の課題”に向き合う勇気」

共同募金の助成申請について





ビジョン
目指すべき地域のすがた

ミッション
果たすべき使命







群馬県の助成総額 ２億５０００万円の内訳

市町村の福祉
７５％

広域助成
２１％

災害支援
４％

市町村の共同募金会
（支会）が行う助成



共同募金の助成＿助成対象

「令和３年度共同募金配分要領」 第４ 広域配分の対象等_１ 配分対象法人・団体

◎社会福祉法人、更生保護法人、公益社団（財団）法人
◎一般社団（財団）法人（原則として非営利型）

◎特定非営利活動法人
◎任意団体（法人格こそないが、法人同様に規約・役員体制・運営組織等が整備され、

独立して主体的な運営がなされている非営利団体）

※助成プログラムごとの詳細は、同要領の別表１参照

＜申請法人・団体に対して、助成決定後、次の３点を求めます＞

◇法人・団体に関する情報を Web 等を活用して自ら常に開示すること。
→定款や会則、事業報告、決算

◇法人・団体の運営に際し、常に会費等の自主財源の獲得に努めること。
◇助成事業実施にあたり、常に正しい受配表示（共同募金の助成を受けて実施

する事業であることの明示）を行うこと。



一般社団法人・一般財団法人と法人税（国税庁）より抜粋（参考）◎税務上の「非営利型法人」の要件
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群馬県共同募金会の「広域助成」
助成対象法人別 助成金額割合

社会課題に

柔軟・機動的に
対応

助成プログラム変更→社会福祉法人への助成減



「目標設定シート」

目標達成に向けた“３ヵ年”の企画をつくる

「本当の課題」を明確化

共同募金の助成＿「目標設定シート」と「３カ年企画」





「目標設定シート」の「課題認識・解決の目標」の構成

困りごと
困っている人

目指す社会像
（地域の様子）

障 壁

何が「壁」となっているかを
表現し、周知することで
共感者を増やしていく

→協働で解決を目指す

ポイントは「障壁」の明確化



未来の具体化
②

障壁の認識

解決方法の企画と
その目標

④

現状の確認
①

「正攻法」は…

困りごと
困っている人

目指す社会像
（地域の様子）

障 壁

③



未来の具体化

言語化せず

障壁の認識

解決方法の企画と
その目標

②

現状の確認
①

「実際」は…

困りごと
困っている人

目指す社会像
（地域の様子）

障 壁

言語化せず

「やりたいこと」が
直感的に企画される

混同しやすい



評価・広報

申 請

審 査

決 定

実 施

課題認識
↓

目標設定

課題認識の共有

企画内容の熟考

成果報告

ここが助成の胆

目標がブレない
ようにフォロー

中
間
評
価
・
目
標
再
設
定

目標設定
シート

目標設定
シート

（見直し）

目標設定
シート

（見直し）

必要に応じて

支援プラン

（見直し）

必要に応じて

支援プラン

＝

助成・支援フロー

継続申請

次のステップへ



新しい活動を

「つくりだす」助成

◇福祉課題の解決を目指すしくみや活動を、新たに「つくりだす」事業が対象です。

◇事業の効果を県民のみなさまにお伝えし、福祉への関心と参加を促します。

◇申請上限額： 300万円／年 （３ヵ年企画で申請。新規申請は１～２件採用予定）

今ある活動を

「そだてる」助成

◇現在取り組んでいる事業を“課題解決型”に見直して「そだてる」事業が対象です。

◇事業の効果を県民のみなさまにお伝えし、福祉への関心と参加を促します。

◇申請上限額： 100万円／年 （３ヵ年企画で申請）

組織基盤を

「ととのえる」助成

◇団体の活動基盤を安定化して事業拡大する、新たなニーズに対応すべく活動の

転換を図るなど、「助成金＋基盤整備支援」をセットで行います。

◇申請上限額： 30万円／年 （連続３年まで助成可能）

安定した活動を

「つづける」助成

◇中長期的活動を経て、これからも公的施策によらず民間の自発的な取り組みに

よって支え「つづける」必要があり、県民の理解促進につながる事業が対象です。

◇申請上限額： 30万円／年 （中間報告と評価をしつつ、３ヵ年で見直し）

活発な活動を

「うながす」助成

◇地域福祉の実践者・活動団体を育成し、連携を促す中間支援事業が対象です。

◇県共同募金会と協働で助成先支援を行い、地域共生社会の実現を目指します。

◇申請上限額： 100万円／年 （採用件数は１～２件の予定）

共同募金の助成＿広域助成のプログラム概要

12月〆

12月〆

９月〆

９月〆

９月〆



組織基盤強化
「ととのえる」

企画型Ⅰ
「つくりだす」

継続支援型
「つづける」 県共同募金会

中間支援協働
「うながす」

ステップアップ

チャレンジ

ニーズ・課題

安定化

連携・協働

気
づ
く

企画型Ⅱ
「そだてる」

支える

しくみ化する

支
え
続
け
る

【広域配分プログラムの全体像】



令和２年度
申 請 助 成 決 定

件数 金額（円） 件数 金額（円）

つくりだす 8 19,914,000 3 8,682,000

そだてる 34 23,024,000 36 24,944,000

ととのえる 9 2,440,000 10 2,740,000

つづける 3 653,000 3 643,000

うながす 2 3,990,000 2 3,690,000

合 計 56 50,021,000 54 40,699,000

◎令和２年度の広域助成申請状況



新しい活動を

「つくりだす」助成

◇福祉課題の解決を目指すしくみや活動を、新たに「つくりだす」事業が対象です。

◇事業の効果を県民のみなさまにお伝えし、福祉への関心と参加を促します。

◇申請上限額： 300万円／年 （３ヵ年企画で申請。新規申請は１～２件採用予定）

企画書（３ヵ年） １年目申請時に作成し、２年目・３年目はこれを見直しなが
ら引き継いでいく目標設定（３ヵ年）

・１年目申請 企画書（自由・A４判５枚）・目標設定シートの作成

・２年目申請 企画書・目標設定シートの見直し、中間報告

・３年目申請
企画書・目標設定シートの見直し、中間報告
助成終了後の見通し検討、自己財源の捻出

目標振り返り 目標設定シートによる振り返り、３ヵ年のまとめの報告書作
成成果報告書

県共同募金会とのコミュニケーションを密に取っていただくことが“条件”です。
（申請前の面談、解決すべき課題の共有、共同募金の広報や成果報告での協働など）

【令和元年】新規申請７件→本採用１件、【令和２年】新規申請６件→本採用１件



助成先 企画名 平成30年度 令和元年度 令和2年度

NPO法人
群馬ダルク

依存症者が地域に定着しながら治療
を継続していくためのサービス充実

2,555,000円 2,462,000円 3,000,000円

NPO法人
キッズバレイ

グリーフケア・ネットワークぐんま
「ことのは」

ー 2,908,000円 2,682,000円

NPO法人
ビーイング

みんなの居場所プロジェクト
（ひきこもり者支援）

ー ー 3,000,000円

新しい活動を

「つくりだす」助成
助成実績

群馬ダルク キッズバレイ ビーイング



目標設定（３ヵ年）
１年目申請時に作成し、２年目・３年目はこれを見直しなが
ら引き継いでいく

・１年目申請 申請書（所定の様式）・目標設定シートの作成

・２年目申請 申請書の作成、目標設定シートの見直し、中間報告

・３年目申請
申請書の作成、目標設定シートの見直し、中間報告
助成終了後の見通し検討、自己財源の捻出

目標振り返り 目標設定シートによる振り返り、３ヵ年のまとめの報告書作
成成果報告書

中間報告・成果報告が必須です。県民にＰＲしていきます。
（受配表示の徹底、ホームページ等でのＰＲ、成果報告の公表など）

今ある活動を

「そだてる」助成

◇現在取り組んでいる事業を“課題解決型”に見直して「そだてる」事業が対象です。

◇事業の効果を県民のみなさまにお伝えし、福祉への関心と参加を促します。

◇申請上限額： 100万円／年 （３ヵ年企画で申請）

【令和元年】新規申請１７件→本採用１５件、【令和２年】新規申請７件→本採用７件＋つくりだすからの移行３件）



助成先 企画名 助成額

NPO法人
工房あかね

アートアクションネットワークの展開
～次世代のバトン

1,000,000円

任意団体
分身ロボット応援！しげるプロジェクト

分身ロボットでつながる
群馬いのち輝きプロジェクト

1,000,000円

任意団体
笑って子育てロリポップ

笑って子育て
インクルーシブデザイン研究所

500,000円

一般社団法人
AREA 通所による依存症回復支援の周知活動 495,000円

NPO法人
教育支援協会北関東

高校生の居場所づくり 861,000円

一般社団法人
桐生市医師会

アドバンス・ケア・プランニング理解促進と
エンディングノート普及事業

954,000円

任意団体
群馬県里親の会

群馬県内の里親ネットワーク強化事業 300,000円

公益社団法人
群馬県助産師会

助産師による「ママもたまにはリフレッシュ」
サポート事業

1,000,000円

任意団体
HAWAII LOVE in GUNMA実行委員会

HAWAII LOVE in ぐんま（バリアフリーイベント） 1,000,000円

NPO法人
Mam’s Style

子育てと仕事楽しむママの家
（居場所から広がる女性自立支援）

1,000,000円

◎そだてる助成・令和２年度新規申請の助成実績



県共募及び中間支援組織と連携しながら、申請団体の基盤整備のための支援を行います。
（会運営、ミッション再形成、会計支援、広報支援など）

組織基盤を

「ととのえる」助成

◇団体の活動基盤を安定化して事業拡大する、新たなニーズに対応すべく活動の

転換を図るなど、「助成金＋基盤整備支援」をセットで行います。

◇申請上限額： 30万円／年 （連続３年まで助成可能）

自己点検表 １年目申請時に作成し、２年目・３年目はこれを見直しなが
ら引き継いでいく目標設定（３ヵ年）

・１年目申請 申請書・目標設定シート・自己点検表の作成

・２年目申請 申請書の作成、目標設定シート・自己点検表の見直し

・３年目申請
申請書の作成、目標設定シート・自己点検表の見直し
助成終了後の見通し検討

目標振り返り 目標設定シートによる３ヵ年の振り返り

【令和元年】新規申請１１件→本採用１０件＋そだてるからの移行１件、【令和２年】新規申請０件→本採用０件＋つくりだすからの移行２件）



「ととのえる」基盤強化チェックポイント
（他の助成プログラムでも確認します。）

定款・会則・規約など（NPO法人定款の絶対的記載事項を参考に）

・目的、名称、事業の種類、主たる事務所
・会員の資格取得喪失のこと（→開かれた組織かどうか）

・役員に関する事項（→対外的責任と内部牽制）

・会議に関する事項（→組織の意思決定ルールが民主的かどうか）

・資産に関する事項（→管理運営の公益性と透明性）

・会計に関する事項（→会計原則）、事業年度
・解散に関する事項（→解散時の財産の帰属）、定款の変更に関する事項
・公告の方法（≒情報公開）

会計について

・正規の簿記の原則の理解

情報公開

・Webでの情報公開（寄付者や協力者が知りたいときに知ることができるかどうか）

「ととのえる」の成果

団体のミッションの再形成、事業の再構成

・目標設定シートをつくる過程で、団体全体を客観視できる



この助成区分は試行段階です。継続助成の基準づくりを行いながらの助成となります。
（公的施策では支援が行き届かない理由、民間で支え続ける必要性の言語化など）

目標設定（当面）
１年目申請時に作成し、以降はこれを見直しながら引き継
いでいく

・１年目申請 申請書・目標設定シートの作成

・２年目申請 申請書の作成、目標設定シートの見直し、中間報告

・３年目申請
申請書の作成、目標設定シート見直し、中間報告
（助成継続の判断）

目標振り返り 適宜行う

安定した活動を

「つづける」助成

◇中長期的活動を経て、これからも公的施策によらず民間の自発的な取り組みに

よって支え「つづける」必要があり、県民の理解促進につながる事業が対象です。

◇申請上限額： 30万円／年 （中間報告と評価をしつつ、３ヵ年で見直し）

【令和元年】新規申請２件→本採用１件、【令和２年】新規申請１件→本採用１件 助成率５０％
（必要額の半分まで）



助成先の活動を活発化するための支援のあり方を“模索”していきます。
（共同募金会と一緒に試行錯誤して下さる中間支援組織を募集！）

目標設定（当面）
１年目申請時に作成し、以降はこれを見直しながら引き継
いでいく

・１年目申請 企画書・目標設定シートの作成

・２年目申請 企画書・目標設定シートの見直し、中間報告

・３年目申請
企画書・目標設定シートの見直し、中間報告
（助成継続の判断）

目標振り返り 適宜行う

活発な活動を

「うながす」助成

◇地域福祉の実践者・活動団体を育成し、連携を促す中間支援事業が対象です。

◇県共同募金会と協働で助成先支援を行い、地域共生社会の実現を目指します。

◇申請上限額： 100万円／年 （採用件数は１～２件の予定）

【令和元年】新規申請２件→本採用２件、【令和２年】新規申請０件→本採用０件



①コロナ禍を経て、支援ニーズが変わってきている等の理由により
事業を変える

②団体の都合により、事業を変える

・３カ年の途中で企画自体を別のものにする

→来年度分を別事業で申請する際に、

現在の企画分の変更申請書（または理由書）を添える。

③３カ年終了を待たずして目的が達成できる

→今の企画の成果報告書（公開用）を年度末に提出する前提で、

来年度分は別事業で申請する

くわしくは
ご連絡ください

事業内容の変更は柔軟に対応します。
事業そのものを変える場合は次のとおりです。



① 申請書、企画書、目標設定シート、自己点検表は…

◎紙での提出

◎電子データでの提出（メール添付など）

両方必要です。お手数をおかけいたします。

② 申請のご相談は一年中随時お受けしておりますが、

８月～９月、11～12月は「ご予約」いただいた方が優先です。

詳しくはウェブページ→ https://www.akaihane-gunma.or.jp/shinsei_contact/

申請書様式→ https://www.akaihane-gunma.or.jp/koiki_program/
Ｅメール送信先→ info2@akaihane-gunma.or.jp

または hoshino9@akaihane-gunma.or.jp


